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低線量被ばくを受け入れるどうかの判断を非専門家の個人が感覚的にできるようにするツールを開発する。

自然放射線由来・原発事故由来・医療被ばくなどの個人の総被ばく線量の簡易計算を行い、他地域のデータ

と比較できるスマホアプリを開発する。開発目的・計画・これまでの開発状況について報告する。 
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1. 緒言 

様々な団体により日本各地の放射線量率や被ばく線量調査が実施され、その測定データは印刷物やウェブ

ページにより公表されてきた。しかし、放射線の専門家ではない人にとっては、線量率の数値だけではその

値がどの程度のものなのかを把握することは難しい。また、福島県外では、原発事故被災地は危険で怖いと

漠然と思っている人や、自分が普段どの程度被ばくしているのかを知らない人もまだまだ多い。 

私たちは日頃から自然放射線や医療 X 線などである程度の被ばくをしているし、その量には個人差がある。

放射線の専門家ではない個人が、追加被ばくがどの程度なのか自身で理解できるように、追加被ばく線量と

総被ばく線量・地域差などとの比較結果を直感的に理解できる方法で提示するスマホアプリを開発する。 

2. ３年間の目標と初年度（２０１９年度）の予定 

３年間で目的のスマホアプリを開発して試験運用する予定である。さらに、低線量被ばくを受け入れるか

どうかの判断に対して、開発するアプリが有用なツールであるか実証実験を行う。 

初年度は、被ばく線量の各因子による推定方法を検討し、アプリの基本仕様を決定する。各線量推定機能

をシミュレートし、実測値との比較から各線量推定法の精度検証を行う。さらに、アプリの必要性について、

アンケート調査を行う。 
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・データの収集・管理 
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